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Abstract. Eight specimens of Allloplls fOrJlloSal1l1S were collected south of the Satsuma Peninsu-
la， Kagoshima Prefecture， Japan. The species has previously been recorded only 0庄司Takayama，

Kochi and Okinawa p，巴fecturesin Japan. Detail巴dcomparisons of th巴 specl巴swith a c10s巴Iy

I巴latedsp巴cies，A. japo川 ClIS，in this study rev巴a1that they can b巴distinguishedfrom巴achother 

by two new characters (interorbital width and morphology of the tooth band on the basihyal) 

Variation of gill-raker counts in th巴twospecies is also discussed. 

Key words: Aulopidae， AllloplIsforlllosalllls， AllloplIsjapolIIclIS， morphology， Kagoshima. 

鹿児島県指宿市沖から延縄漁によってイトヒキヒメ 8個体が採集された日本国内で本種は和歌山県，

高知県，沖縄県からのみ記録があり，本報告が九川からの本穏の初記録となる本報告では鹿児島県から得

られたイ トヒキヒメの標本を記載すると共にヒメとの比較検討を行い， 限隔幅，および基舌骨上の歯帯被

覆域の形状で両種を区別できること両穫の銀杷数はこれまで知られていたよりも変異に富むことを明ら

かにした.

ヒメ科ヒメ属 (Aulopidae:AlIlopus)魚類は全

世界で 12種の有効種と I未記載種が知られお

り(Parinand Kotlyar， 1989; Thompson， 1998; 

Nakabo， 2002; Prokofiev， 2008)，日本国内からは

エソダマシA.damasi Tanaka， 1915，イトヒキヒ
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メA.jOlil1osanus Lee and Chao， 1994，ヒメ A.

japol1iclIs Gunther， 1877，およ びハタタテヒメ

Aulopus sp.の4種が記録されている (Nakabo，

2002) そのうち，Aulopus jOlil1osal1usは台湾産

の標本に基づき新種として記載され，日本国内



イトヒキヒメの鹿児島県からの記録

ではこれまでに和歌山県，高知県および沖縄県

からのみ記録がある (Nakabo，2002)目

2008年4-6月に鹿児島県指宿市かいゑい漁

業協同組合の延縄漁で，薩摩半島南端の沿岸水

深120-200mから 8個体のイトヒキヒメ (Fig.

1)が採集されたこれまで九州、|から本種は記録

されていないため，鹿児島県から得られたイト

ヒキヒメをここに報告する.本報告では鹿児島

産の標本を詳細に記載し，本種とその近似種で

あるヒメ (Fig.2)との比較検討を行った.その

結果，両種の標徴に関する新知見を得たのであ

わせて報告する目

計数・計測方法は基舌骨上の歯帯被覆域の

最大幅 (widthof tooth band on tongu巴)を除いて，

Hubbs and Lagler (1947)および、Prokofiev(2008) 

に従った背鰭と啓鰭の最後の2軟条は l本と

計数し，鯨杷数は左側の第 l鯉弓のものを計数

した.偲把は発達しているものだけを計数し，

偲弓に埋没し突起を成さないものは含めなか

った.'1生日リは Leeand Chao (1994)， Nakabo 

(2002)および山田ほか (2007)に従い，背鰭軟

条の伸長状態，背鰭と瞥鰭の色彩，および生殖

Fig. 1. Fresh specimens of Allloplls jOl1l1osalllls from Kagoshima Prefecture， southern Japan. A 
KAUM-I. 9245， mal巴，184.3 mm SL; B: KAUM-I. 9654， fem批
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器官の観察に よって判別した.基舌骨上の歯帯

被覆域の形状は，ア リザリ ンレッドで染色して

観察した.体色の記載は KAUM-1.9245， 9246， 

9654， 9765， 9908， 9909の生鮮時の写真に基づ

く.標準体長は本文中では体長と表記した.本

報告で使用した標本は中央研究院生物多様性

研究所 (ASIZP)および鹿児島大学総合研究博

物館 (KAUM)に保管されている.

AlIloplls jormosanlls Lee and Chao， 1994 

イトヒキヒメ

(Figs 1， 3A， C， 4， 5; Tables 1-3) 

標本 8個体，体長 157.2-230.9111111 (全て鹿

児島県指宿市，中村-勇一 ・荻原豪太 ・吉田朋

宏採集):KAUM-1. 9245，雄，体長 184.3111111，長

崎鼻沖，水深 190111，2008年4月9日;KAUM-1. 

9246，雄，体長 177.7111111，採集データはL久UM-

1. 9245と同じ;KAUM-1. 9654， 1個体，雌，体長

164.4 111111，長崎鼻沖，水深180-190m， 2008年4

月30日;KAUM-1. 9765，雌， 体長 169.2nun，開

聞岳西沖，水深 170m， 2008年5月7日;KAUM-

1. 9766，雌，体長 157.2mm，採集データは

KAUM-1. 9765と同じ;KAUM-I. 9908，雌，体長

192.3111111，開聞岳西沖，水深200111， 2008年5月

14日;KAUM-1. 9909，雌，体長230.9111111，採集

データは KAUM-I.9908と同 じ;KAUM-I. 

10210，雄，体長 167.2nun，開聞岳西沖，水深 120

m，2008年6月4日

標徴 本種は，背鰭基底長が背鰭基底後端か

Fig. 2. Fresh specim巴nsof AlIlopus japolliclIs from Kagoshima Prefecture， southern Japan. A: 
KAUM-1. 9652， male， 152.5 m111 SL; B: KAUM-1. 9653， female， 159.6 111m SL. 
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Table 1. Counts and proportional measurements of Aulopus jOl"lIlosallus and A. japollicus 

A.jOJ川 OS{JIIUS

ASIZP 56190 ASIZP 56880 

Holotyp巴 Paratype 11=3 11=5 

Locality Taiwan Kagoshima Pref. 

Sex 恥1al巴 Male Male Female 

Standard length (mm) 169.4 168.6 167.2-184.3 157.2-230.9 

Counts 

Dorsal-fin rays 16 16 16 16 

Anal-白日 rays 9 10 9 9 

Pectoral-fin rays 11 11 11 11-12(11.2) 

Pelvic-fin rays 9 9 9 9 

Branched caudal-自nrays 17 17 16-17 (16.7) 17 

Scales on lateralline 42 41 41-43 (42.0) 42-43 (42.6) 

Scal巴sabov巴lat巴ralline 5 5 6-7 (6.3) 6ー7(6.4) 
Scales below laterallin巴 4 no data 3l!2-41/2 (4.2) 3l!2-41/2 (4.2) 

Gill rakers on upper limb 3 3 2-4 (3.3) 3-4 (3.8) 

Gill rakers on lower limb 12 12 12-13 (12.7) 12ー13(12.4)

Total gill rakers 15 15 15-17 (16.0) 15-17 (16.2) 

Measurements (% SL) 

Body depth 18.8 20.0 18.6-20.0 (19.3) 18.1-20.3 (19.3) 

Body width 14.6 14.3 14.1-15.3 (14.6) 14.5-16.1 (15.2) 

Predorsal length 39.4 37.4 35.9-37.4 (36.7) 35.9-36.7 (36.3) 

Preadipos巴length 82.7 81.7 80.8-82.9 (81.8) 81.3-82.0 (81.6) 

Prepelvic length 39.8 38.6 37目9-39.5(38.9) 37.2-39.1 (38.1) 

Preanal length 74.6 74.1 74.1-76.1 (75.2) 74.9-76.9 (76.1) 

Dorsal-fin base length 26.4 28.8 28.1-30.3 (29.2) 27.8-29.7 (28.6) 

Anal-fin bas巴length 9.3 11.2 8.8-11.2 (10.0) 8.7-9.2 (8.9) 

Longest dorsal-fin ray length 36.3ド no data 24.1-38.8 (2nd， 31.3) 15.3-17.2 (3rd， 16.4) 

Pectoral-fin length 19.8 20.0 20.0-23.3 (21.7) 19.8-22.4 (21.3) 

Pelvic-fin length 24.0 24.8 24メト26.1(25.0) 22.9-25.0 (23.5) 

Caudal-peduncle length 16.3 15.9 15.8-16.7 (16.1) 15.9-16.5 (16.3) 

Caudal-peduncle d巴pth 7.4 7.5 7メト7.8(7.6) 7.2-7.8 (7.5) 

Head length 32.9 32.1 30.6-32.9 (31.5) 29.9-31.6 (30.6) 

Measurements (% Head length) 

Snout length 23.7 23.7 23.7-25.8 (24.8) 23.7-26.6 (25.7) 

Orbital diametel no data no data 29.5-34.5 (31.4) 31.3-32.9 (32.2) 

Interorbital width 12.9 13.7 12.6-13.7 (13.0) 11.6-14.3 (12.6) 

Upper寸awlength 50.2 49.5 48.7-52.0 (49.9) 49.ふ52.9(50.4) 

Width of tooth band on tongue no data no data 2.9-3.4 (3.2) 2.8-3.4 (3.2) 

Means in parentheses. 

I'Data fron】Leeand Chao (1994) 

ら脂鰭基部までの距離よ りも長いこと，背鰭軟

条数が 14-16であること，雄の背鰭第2軟条が

伸長する こと，腹鰭を畳んだときにその先端が

旺門を超えること，自思把数が 14-17であること，

側線鱗数が39-44であること，幽門垂を欠くこ

と，眼が頭部背縁より突出しないこと，眼隔幅

が狭く頭長の 11.6-14.3%(平均 12.8%)である

こと，基舌骨上の歯帯被覆域が細長い楕円形で

その最大幅が頭長の 2.8-3.4% (3.2%)であるこ

と，などの形質の組み合わせによって同属他種

から区別できる.

記載 計数値および体各部の計測値の体長

に対する割合を Tables1， 2に示す体は細長く

円筒形 尾柄部は細くやや側偏し，尾柄高は体
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A. japo11iclIs 

11=10 11=9 
Kagoshima Pr巴f.;Taiwan 

Male Female 
132.5-175.2 119."ト196.0

15-17 (15.9) 

9-10(9.7) 

11 

9 

17 

32-44 (42.9) 

5-6 (5.7) 

3'12-4'/2 (3.7) 

4-6 (4.9) 

ドト16(15.0) 

18-21 (19.8) 

19.1-24.5 (2l.5) 

14.4-17.2 (15.4) 

33.8-36.3 (35.3) 

79.3-82.9 (8l.2) 

36.6-38.5 (37.5) 

73.1-74.5 (73.8) 

29.3-33.7 (31.0) 

9.2-1l.9 (10.4) 

18.8-23.0 (3rd-6th， 20.5) 

21.0-23.4 (22.0) 

26.0-30.5 (28.0) 

16.0-18.0 (16.8) 

7.0-8.2 (7.6) 
29.1-31.7 (30.6) 

25.1-26.8 (25.8) 

3ト5-35.2(33.1) 

14.5-17.9 (16.5) 

47.6-51.9 (49.6) 

4.7-6.7 (5.3) 

15-17 (16.1) 

9-10 (9.6) 

11 

9 
16-17 (16.9) 

41-43 (42.4) 

5-7 (6.3) 

3'12-4'12 (3.8) 

3-6 (4.7) 

ドト16(14.9) 

17-22 (19.6) 

19.4-23.2 (21.5) 

14.6-16.6 (15.4) 

35.9-37.9 (36.6) 

81.0-83.3 (82.1) 

36.7-39.9 (38.2) 

74.5-77.3 (75.7) 

28.2-31.7 (29.7) 

8.7-10.5 (9.5) 

17.0-20.6 (3rd， 18.7) 

20.6-22.6 (21.4) 

24.5-29.4 (26.5) 

15.0-17.4 (16.2) 

7.0-7.6 (7.2) 

30.0-31.7 (30.8) 

24.5-26.7 (25.4) 

32.4-36.1 (34.1) 

14.8-19.1 (16.4) 

46.8-50.4 (48.6) 

4.4-6.1 (5.2) 

長の 7.2-7.8%.旺門は背鰭第 14軟条下に位置

する.吻は眼径より短く，吻長は眼径の 74.6-

84.9% 閉口時，上顎歯列の外縁が露出する.鼻

孔は 2対で，吻端と眼嵩前縁の聞に位置する.

前鼻孔と後鼻孔は同大で隣接し，前鼻孔の後縁

にl枚のやや長い皮弁がある.眼は大きく，眼

径は頭長の 29.5-34.5%.眼嵩の上縁は，頭部背

75 

面の輪郭から突出しない.眼隔幅は狭く，頭長

の11.6-14.3%.上顎は大きく，その後端は瞳孔

後縁下を越える.閉口時， 両顎先端は同長.両顎

骨歯は 1-3列で，前方は約3列，後方につれて ト

2列と狭くなる 2-3列の前鋤骨歯がある.2列

の歯が口蓋骨上にあり， 口蓋骨の内側に幅広く

微小歯が密生する歯帯がある基舌骨上に細長

い楕円形の歯帯があり (Fig.3 A)，その最大幅

は頭長の2.8-3.4%.各鰭の鰭条は全て軟条.背

鰭は l基で大きく体高とほぼ岡高雄の背鰭第

2軟条は伸長し，体長の 24.1-38.9%.脂鰭は瞥

鰭第8軟条直上付近に位置する.腹鰭は大きく，

畳んだときの先端は旺門を越える.腹鰭各軟条

の先端は肥大する胸鰭は小さく，先端は背鰭

第10軟条直下付近に達する嘗鰭は小さい.尾

鰭は二叉形で，下葉よりも上葉先端がわずかに

長く，後方に延長する.鱗は強大な櫛鱗ではが

れにくい.両眼問，吻部， 下顎底部は無鱗脂鰭

は基部から約2/3まで被鱗する.尾鰭は全体が

小さな櫛鱗で、覆われる.尾柄周囲鱗数は 12.

色彩 生鮮時，体と頭の地色は背側が赤みの

強い樟色で腹側が白色.体側に大きな褐色斑が

4個あり，それぞれ背鰭基部下，背鰭基底後端

下，脂鰭下，尾鰭基部直前に位置する.眼の後

方，主鯉蓋部，鯉孔上端の後方，胸鰭基部の上端

付近にそれぞれ小さな褐色斑をある雌雄とも

に背鰭の地色は白色で縁辺は桂色，雌では 3-4

本のやや黄色みの桂色縦帯があり，雄では幅広

い黄色縦帯が2本ある.雄の伸長する背鰭第2

軟条は黄色.雌雄ともに脂鰭の地色は白色で基

部から 2/3ほどまで黄色，雄でのみ上縁が幅広

く桂色をおびる.胸鰭は無色.腹鰭の地色は白

色で，基部から 2/3ほどまで桂色をおび，雄では

雌と比べて黄色みが強い.瞥鰭の地色は白色で，

雌では各鰭条の中央付近がわずかに桂色をお

びるがきわめて不明瞭，雄では 1本の明瞭な黄

色縦帯がある雄の腎鰭の縦帯は，第 1-6鰭条

まで啓鰭基底と平行に直走し，第6鰭条付近で

やや角度を変え最後鰭条の先端まで斜走する.

尾鰭の地色は白色で両葉の中央は黄色みの糧

色，雄は雌と比べて黄色みが強く，上葉の先端
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Fig. 3. Dorsal views of tongl1巴 of(A) Allloplls fO/ 

1110.1"01111.1" and (B) A. japolliclIS， and (C) re!ationship 

of tooth band width to head length. A and B show 

ing di仔巴rencesof tooth band shapes in th巴 two

species (stained with Alizarine Red S). Anterior to 

top. A: KAUM-I. 9908， 192.3 mm SL; B: 

KAU恥1-1.9942， 196.0 mm SL. Bars indicate 3 mm. 

(カ)A.fo川 IOSωIIIS;(0) A.japolliclIs. 

が明瞭な桂色で，尾鰭全体の後縁は糧色.

ホルマリン固定後， 70%エチルアルコールで

保存した標本の体色は， 一様に背側がìß~い褐色

で腹側が乳白色.体側の各斑紋は濃い褐色で生

鮮時よりも明瞭となる各鰭は透明で，斑紋は

すべて消失する.

考 察

同定 鹿児島県から得られた標本は背鰭軟

条数が 16であること，臆記数が15-17であるこ

と，側線鱗数が41-43であること，雄の背鰭第2

軟条が伸長すること，幽門垂を欠くことにより

イトヒキヒメ A目jormosanusと同定された

比較 本種を含めた太平洋に分布するヒメ

属魚類は，背鰭基底長が背鰭基底後端から脂鰭

基部までの距離よりも長いことから，大西洋に

分布する A.cどtdenatiPoll， 1953， A. jilal11entosus 

(Bloch， 1792)，およびA.11ωwe Mead， 1958の3

干重と区別される (Parinand Kotlyar， 1989).イン

ド・太平洋域に分布するヒメ属9種と比較し

て，イトヒキヒメは背鰭軟条数が通常 16であ

ることから 14のエソダマシ， 17のA.diactithrix 

Prokofi巴v，2008， 19-22のA.l11ilesii Valenci巴nnes

in Cuvier and Valenciennes， 1850および A.pur-

purissatus Richm由 on，1843の4種と区別される

(Parin and Kotlyar， 1989; Nakabo， 2002; 

Prokofiev， 2008)目また，イトヒキヒメは鰐把数

が 14-17であることから 21-23のA.microps 

(Parin and Kotlyar， 1989)と区別され，幽門垂を

欠くことから 10本の幽門垂を有する A.CUI・-

tirostris Thomson， 1967，および9-13本の幽門垂

を有するヒメの 2種と区別される (Parinand 

Kotlyar， 1989).さらに，イトヒキヒメは眼カf頭

部背縁より突出しないこと ，1~ij線鱗数が 39-44

Table 2. Frequ巴ncydistribution of se!ected m巴risticcharacters in Allloplls fOl"lllOSalllls and A. japolliclIs. 

A. forlllosalllls 

A. japolliclIs 

A.fOI"lIlOSαIII1S 

A一位2己主

Dorsa!-fin rays 

15 16 17 
10H 

3 13 3 

主旦些巴笠E
9 10 

9H 1 

7 12 

Pectora!一白nrays Branched cal1dal-自nrays 

11 12 16 17 

9H 1 

19 

9H 

18 
Scales on lateral line 

41 42 43 44 
Scal巴sabove lateralline 

567  

Scales below !ateral line 

3lh 4 4'12 5 

2 4H 4 

884  
2H 5 3 

4 !! 3 

2 2H 5 

13 1 4 
Gill rakers on l1pper limb Gill rakers on lower limb Tota! gill rakers 

A.fol"l叩 sallllS

A.japolliclIs 

HIncl1des holotyp巴.

23  4 5 6 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21 22 
3H 6 6H 4 4H 3 3 
1 4 12 2 5 10 4 4 10 2 1 
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Fig. 4. Relationships of (A) longest dorsal自nray length 

to standard length and (B) interorbital width to head 

length. (肯)males and (カ)females of AlIloplls for 

川 osallllS;(・)males and (0) females of A. japollI-

CIIS. Long巴stdorsal-ray length of holotyp巴 ofA 

fo川間allllScalculated from data given by Lee and 

Chao (1994). Not巴:longest dorsal-fin ray of males 

and females of A. fO/'lllOSalllls are 2nd and 3rd ray 

respectlv巴ly;that of males and females of A. japollI 

CIIS at巴3rd-6thand 3rd ray respectively 

であること，雄の背鰭は第2軟条のみ伸長する

ことから，眼が頭部背縁より突出して雄の背鰭

第2-4軟条が伸長するハタタテヒメ，側線暁数

が48-54で雄の背鰭第 2-4軟条が伸長する A

bajacali Parin and Kotlyar， 1984のそれぞれと区

別される(Thompson，1998; Nakabo， 2002) 

性的二型 イトヒ キヒメには性的二型が認

められ，雄は雌と比較して腎鰭に幅広い黄色縦

( 
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Fig. 5. Relationship of anal-fin bas巴l巴ngth(% of SL) to 

standard length. (肯)males and (食)females of 

AlIloplls forlllosalllls; (・)males and (0) females of 

A. japollIClIs. 

帯があること，第2背鰭軟条が著しく伸長する

ことにより区別される(山田ほか， 2007; Fig. 

4A).また，イトヒキヒメの雄には成長に伴って

瞥鰭基底長が長くなる傾向があり，この傾向は

近似種のヒメの雄にもみられる (Fig.5).

ヒメとの比較 イトヒキヒメとヒメは，体が

円筒形で背鰭と腹鰭が大きいこと，背鰭，胸鰭，

腹鰭軟条数がそれぞれ通常 16，11，9であるこ

と(Tables1， 2)，背側が赤みの強い樟色で腹側

が白色，体側に4個の大きな褐色斑があること

など，体型や色彩が酷似する (Figs1，2).ホルマ

リン固定後，長期間保存された標本では分類形

質となる鰭の斑紋が消失するため，特に体型の

類似する両種の雌個体を識別することは難し

し、

両種の標本を調査した結果，イトヒキヒメは

ヒメと比較して眼隔幅が狭いこと(頭長の 11.6-

14.5%，平均値は 12.8%vsヒメでは 14.5-19.1%， 

16.4%)で区別できることが分かった (Fig.4B).

また，イトヒキヒメはヒメと比較して基舌骨上

の歯帯被覆域が幅狭く (Fig.3C)，前者では縦長

の楕円形を呈し最大幅は頭長の2.8-3.4%(平均

値は 3.2%;Fig. 3A)，後者では横幅の広い楕円

形を呈し最大幅は頭長の4.4-6.7%(5.3%; Fig. 
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Tabl巴3.Gill-raker counts of AuloplIs fO/'lllOSalllls and A. japolliclIs 

A.fo/'lIlOSal11日 A.japol1iclIS 

Gill rakers Upper limb Lower limb Total Upper limb Lower limb Total 

Yamakawa (1984)' 
Parin and Kotlyar (1989: table 1) 
Nakabo (1993)b 
Le巴andChao (1994) 
Nakabo (2002) 
Yamada et al. (2007) 

Z旦竺旦虫
Combined 

a A.fo/'lIlOSal1I1S as Al山p川 sp.1. 
b A.fo/'lIlosω山 asAlIloplls sp. 2 
C Given in k巴Yto species 
d Giv巴nin comparison section. 

3-4 12-13 

3-4 12-13 
4-5 10-12 
3-4 12-13 
4 13 
2-4 12-13 
2-5 10-13 

3B)であることでも区別できる.両種は背鰭軟

条の伸長状態，背鰭の斑紋，幽門垂の有無，自思杷

数などの形質で区別できることが知られてい

るカ， (Le巴 andChao， 1994; Nakabo， 2002)，眼隔

幅の相対的な広さと基舌骨上の歯帯被覆域に

みられる差異は本研究で初めて明らかにされ

た.

Parin and Kotlyar (1989)は日本近海産 11個

体(体長 111-195mm)の標本に基づいて，ヒメ

の偲把数を 17-25(=4-7+ 13-18)とした.一方，

Yamakawa (1984)，中坊(1993)，Nakabo (2002) 

および山田ほか (2007)など多くの研究者はヒ

メの惚把数を 18以上とした (Tabl巴 3)本研究

で比較に用いたヒメ l個体 (KAUM-I.9942，体

長 196.0mm，台湾産)の問調E数は左側が 17

(=3+14)，右側が 19(=4+15)であり ，Parin and 

Kotlyar (1989)の結果が概ね支持された.

KAUM-I. 9942は大型個体であり，左側の偲弓

上枝には 3個の痕跡的な鯉把がみられ，ヒメは

成長に伴い偲把数が減少するものと考えられ

る

偲杷数に着目したイトヒキヒメとヒメの区

別にあたり ，Lee and Chao (1994)は鯉弓下枝の

眼把数(前者では 10-1211s後者では 14以上)を，

中坊(1993)，Nakabo (2002)および山田ほか

(2007)は総偲記数 (17以下山 18以上)をそれ

ぞれ用いている.しかし，前述のとおりヒメの

大型個体には総鯨把数が 17の個体が出現し，

15-17 4ト6 14-18 18-23 
4ト7 13-18 17-25 

15-17 6-7 16 22-23 (18-23') 
レト17 1401' mOl巴C

ドレ17 4-7 14-16 18-23 
17 5 15-16 20-21 (1801' mOl巴d)

15-17 3-6 14-16 17-22 
ドト17 3-7 13-18 17-25 

両種には偲弓下枝の間把数が13の個体が出現

することから CParinand Kotlyar， 1989; Nakabo， 

2002;本研究)，鯉把数だけで両種を明瞭に区別

することはできないことに注意が必要で、ある

既往の知見と本研究の結果を総合したところ，

両種の偲杷数は従来知られていたよりも変異

に富み，その値は重複することが分かった

(Tabl巴3)

なお，AlIlopus formosallusの原記載ではホロ

タイプ (ASIZP56190)の瞥鰭軟条数は 10，側報

鱗数は41とされているが (L田 andChao， 1994)， 

本研究で ASIZP56190を再調査したところ啓

鰭軟条数と側線鱗数はそれぞれ9と42であり ，

原記載と若干の差異が認められた

分布 日本国外では台湾に分布する (Lee

and Chao， 1994).囲内でイトヒキヒメは，これ

までに和歌山県紀伊半島沖，高知県土佐湾，沖

縄島などから報告されており (Yamakawa，1984; 

Nakabo， 2002;山田ほか， 2007)，九州、|からの記録

は無かったしたがって，本報告が九州沿岸で

の標本に基づく本種の初記録となる目

備考 鹿児島県指宿市のかいゑい漁業協同

組合で，イトヒキヒメはヒメと共に延縄漁によ

って薩摩半島南端沿岸の水深 120-200mから

漁獲されている同漁協では両種は区別されて

おらず¥共に “ヒメ"と呼称されている

比較標本 イトヒキヒメ Aulopllsformosal1us: 

ASIZP 56190，ホロタイプ，雄，体長 170.5111m， 
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台湾島高雄沖，水深 30m， 1987年8月13日;

ASIZP 56880，パラタイプ，雄，体長 168.6mm  

台湾島高雄沖，水深30m， 1987年4-8月

ヒメ Aulopusjaponicus: 19個体，体長 132.5

196.0 mm.鹿児島県指宿市(延縄漁，全て荻原

豪太採集):雄 3個体 [KAUM-I.9652 (体長

152.5 mm)， KAUM-I. 9655 (159.7 mm)， KAUM-

1. 9656 (135.9 mm)]，雌 l個体 [KAUM-I.9653 

(159.6 mm)]，長崎鼻沖，水深 180-190m， 2008年

4月30日， 方在21固イ本 [KAUM-I. 10191 (172.7 

mm)， KAUM-1. 10193 (175.2 mm)]，雌6個体

[KAUM-I. 10190 (180.7 mm)， KAUM-I. 10192 

(139.6 mm)， KAUM-I. 10194 (168.1 mm)， 

KAUM-I. 10195 (142.4 mm)， KAUM-I. 10196 

(184.2 mm)， KAUM-I. 10197 (153.4 mm)]，開聞

岳西沖，水深 100-120m， 2008年6月4日.台湾

島北東部沖(底曳網，全て本村浩之・ H.-C.Ho 

採集):雄5個体 [KAUM-I.9943 (175.0 mm)， 

KAUM-I. 9944 (160.7 111m)， KAUM-1. 9945 

(151.4 mm); KAUM-I. 9946 (150.6 mm)， 

KAUM-I. 9947 (132.5 mm)]，雌 2個体

[KAU恥1-1.9942 (196.0 111m)， KAUM-I. 9948 

(119.4 mm)]，水深400m， 2008年5月29日.
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